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研究の目的・背景等

日本の養蚕業は存続の危機にあるが、長い歴史の中で蓄積した高い養蚕技術
が残されており、従来の養蚕業から新産業への発展が期待されている。そこ
で、高度な養蚕技術と、世界に先駆けて開発したカイコの遺伝子組換え技術
を活用し、遺伝子組換えカイコによる様々な有用物質生産の実用化による新
産業創出を目指した。

研究の概要

遺伝子組換えカイコの基盤技術を開発し、活発な産学官連携によりそれを活
用することにより、カイコで生産した有用タンパク質を用いた医薬品や、蛍
光を放つシルクやクモ糸の強さを持つシルク等の生産技術を開発した。有用
タンパク質を生産する遺伝子組換えカイコについては、閉鎖系施設での養蚕
農家らによる大量飼育と生産されたヒト・動物用診断薬の販売が開始され、
蛍光シルクやクモ糸シルクなど高機能シルク製品については養蚕農家での飼
育に近い方法(第一種使用等)で試験飼育が開始されるとともに製品の試作
や、展示・報道等による成果の普及が行われている。これらは世界初の成果
であり、日本発のカイコ新産業 (新蚕業)創出の一歩を踏み出す成果である。


